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地区スローガン ： 「ロータリーを楽しみながら　世界で良いことをしよう」
クラブ方針 ： ～我々の生業は社会に奉仕する。～「世界平和をなすためにベストを尽くそう」

■ 会長挨拶 /花嶋　実 会長
　米国のデフォルト回避がされ一安心でした。
　先週 27 日には JR 稲毛駅前のふれあい花壇の植え替えを行いました。提唱しております千葉県立
千葉商業高等学校インターアクトクラブの生徒 4 人及び顧問の先生が 2 人参加いたしまして、千葉
商の高校生が慣れない手つきで花植えを会員の指導を受けながら楽しそうに行っていました。当日の
天気は晴天、少し汗ばむ気温で皆さん良い気持ちで無事終わることができました。いつもご協力を
頂いております千葉造園土木様、及び準備していただきました依田委員長、宮川副委員長、委員会
の皆様並びに苗の購入等の協力と毎回お手伝いいただいております友田会員に感謝いたします。
　花壇の植え替えは年 2 回行っております。今回は冬の後の枯れ草でいっぱいでした。多分 2～ 3
か月したらまた花は枯れ、夏の雑草がいっぱいになることでしょう。花が見られる回数をもう一回ぐ
らい増やしてもいいのではないかと思いました。
　いつもでしたら、花壇一帯にゴミが沢山捨てられているのが目立ちましたが、塵取り等が常置されており、タクシープー
ルを利用するタクシードライバーの皆様も清掃しているようでそんなに不良なゴミ捨ては感じられませんでした。みんなで
あの場所を気にかけきれいにしてているのが分かりました。久ぶりの土いじり、大変楽しく良いことをし、稲毛駅を利用す
る皆様に楽しんでいただければと思いました。
　本日入会をいたしました大木様、ありがとうございます。千葉西ロータリークラブへ入会していただきましたこと、歓迎い
たします。ロータリー活動を楽しんでいただきますようお願いいたします。
　本日の例会は「一年を顧みて」のテーマで3委員会の委員長から発表していただきます。
　お話しの時間をなるべく取らせていただきたいので私の挨拶はこのぐらいで終わりといたします。簡単ではありますが、
本日の会長挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

■ 四つのテスト/ 友田直人 会員
 「言行はこれに照らしてから」
　真実かどうか
　みんなに公平か
　好意と友情を深めるか
　みんなの為になるかどうか

■ お客様
　なし

■ 新入会員入会式　大木定夫新 会員
先ほどご紹介にあずかりました大木と申します。4 月より千葉信
用金庫稲毛支店長に着任させていただき、ロータリークラブに
入会することとなりました。初めて活動に参加させて頂くことに
なります。ご教示頂いてしっかりと活動させていただきたいと
思っております。どうぞ宜しくお願いいたします。

■ 委員会報告
社会奉仕委員会
・ふれあい花壇植替えを 5 月 27 日（土）に開催いたしました。無事にきれいに植え替えました。水が足り
ないトラブルがありましたが、ご参加頂いた花嶋会長、川城幹事、吉野会員・海寶会員・宮川会員・花光会員・
白井会員・友田会員・長坂会員・桜井各会員ならびに事務局森川さん、ありがとうございました。インター
アクター 4 名と顧問の先生 2 名にもご参加いただきました。年々、千葉市からの配布が減っております。友
田会員のご協力に感謝申し上げます。
・いのちの電話チャリティコンサートのチケットが無事に完売いたしました。ありがとうございました。6 月 3
日（土）13:30 開演、千葉市文化センターです。宜しくお願いします。
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■ 一年を顧みて　桜井隆宏 親睦活動委員長
一年間、親睦活動委員会の活動にご理解、ご協力いただきありがとうございました。
コロナの影響もあり幾ばくかの規制のある中でやってきた活動ではありますが、ま
ずは無事に一年やってこられましたこと、山本、中村、荘司副委員長はじめ委員会
メンバー、会員の皆様のご協力に感謝いたします。ありがとうございました。
千葉西クラブに入会し4年が経ちます。最初の２年は親睦活動委員会にいたものの、
コロナ禍で満足のいく活動が出来ず言われるまま動いていただけでした。３年目は
広報・ロータリー情報委員長でしたので、よくわからないまま親睦活動委員長とい
う大役を受けてしまいました。「頼まれごとは試されごと」という言葉を若い頃から
実践してきたつもりですが、最初はとても後悔しました。
予算書の作成も満足に出来ず、理事会議案提出の前日の夜になって西川研修リーダーの温かいご指導をいただいたことも
ありました。その節はご迷惑をおかけしました。ありがとうございました。
納涼例会、忘年例会ともまだ外部のお客様を招待できないまま、会員のみの開催ということで行いました。納涼例会では
女流講談師の田辺鶴栄さんをお招きし、ご自身の介護経験を踏まえた介護講談をユーモアたっぷりに講演いただきました。
忘年例会はものまねタレントＴＯＭＯさん、まりもちゃんに楽しい芸を披露いただき会員の皆様に大いに盛り上がっていただ
きました。少々下品ではありましたが小林幸子は最高でした。
今年度親睦旅行は、台湾、韓国姉妹クラブ歓迎行事の中で行われ日帰りではありますがアクアパーク品川、屋形船遊覧を企
画しました。天候にも恵まれ来訪クラブの皆さんにも楽しんでいただけたのではないでしょうか。また入会歴の浅い足立さん、
上田さん、大西さんにも歓迎会や二次会などで受付や誘導を積極的に担当いただき本当に心強く感じました。
国際交流事業は初めての経験でしたので心配していましたが、委員会メンバー皆ホスピタリティを持って接していただき、
気持ちよく歓迎できたと思っております。
4 月に行われた奥様例会、文化の集いでは川崎会員を中心に生け花教室を行い生け花という伝統文化を会員全員で経験す
る貴重な機会となりました。
一つ行事が終われば次の議案提出という、予想はしていましたが目まぐるしく大変な一年ではありました。しかし自分にとっ
ては良い経験をとなり、少しは成長できたかなとは思っております。
経験不足で頼りない委員長を、委員会メンバーの皆さん一年間支えていただきありがとうございました。
これからも新しいことを経験し、限りあるロータリーライフを楽しみたいと思います。
次年度委員長は今年も中心として活躍された中村副委員長がつとめますので、引き続き親睦活動委員会の活動にご協力を
お願い致します。
やっとマスクやアクリル板も外れ、日常に戻りました。会員相互になお一層の親睦が図れますことを祈念し活動報告といた
します。一年間ありがとうございました。

■ 一年を顧みて　本橋和也 青少年奉仕委員長
 花嶋会長年度の青少年奉仕委員会　　委員長を務めさせて頂きました、本橋でご
ざいます。
委員会構成は　①副委員長　「賀来」会員　②兼任委員に諸先輩 3名　海寶会員・
花光会員・友田会員に務めて頂きました。
●活動方針としては、会長方針である　我々の生業は社会に貢献する。「世界平和
をなすためにベストを尽くそう」　に基づき、次世代を担う青少年の健全育成を目
的とし、地元地域のボランティア活動をサポートする。また、国際感覚を身に着け
る事（事業計画）を支援するとしました。
●活動計画では、①インターアクト合同会議②インターアクト年次大会③国際研修
オリエンテーション④国際研修 in 台湾⑤青少年の集い⑥インターアクト指導者講習会　出席などを上げさせていただきまし
た。
しかし、実際の活動というと、一年の 7 割はコロナ禍の影響もあり、千葉商業高等学校のインターアクトクラブへの直接的
な交流は出来ずに、事務局とのメールなどのやり取りの連絡で過ぎて進んだ状況でした。
そんな中でも、人数こそ少ない状況でしたが、6月の館山で行われた第 54回指導者講習会の出席から始まり、
1 回目の 7 月インターアクト合同会議～最終 4 回目の 5 月の合同会議出席は、本日の例会後、千葉市民会館にて私は当然
出席、次年度委員長　荘司会員と次年度幹事　長坂会員　3名で出席して参ります。
又、8 月に計画されていた第 55 回インターアクト年次大会は、コロナ対策を考慮し、対面ではなく「YouTube」ライブ開
催となりました。今年度は委員会で、インターアクトの旗を作らせていただきましたが、残念ながら日の目を見ることが出
来ませんでした。次年度は目一杯インターアクトの旗を振ってほしいと思います。
主だった活動の中で記憶に残ったことは、国内研修でした。計画では国外研修㏌台湾予定でしたが、コロナの影響もあり、
参加希望の生徒さんには残念でしたが、代替え案として「国内研修」に変更となった次第です。
とは言え、内容は濃く、参加されたインターアクトクラブの生徒さんたちは、社会に出てからの勉強という意味では
素晴らしい経験だったと思います。これぞ青少年奉仕委員会！
国内研修のスケジュールとしては、先ずは、千葉マリンスタジアム視察　グラウンドに生徒自身の足で芝を踏んだということ。

一　年　を　顧　み　て
2022-23年度　各委員長
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クラブ広報・ロータリー情報委員会  【委員長】 花 光 和 久 【委員】 真 野 匡 章  *荘 司 芳 樹  *高橋健一郎
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6月6日（火）「一年を顧みて」
　遠藤あけみ プログラム委員長
　花光和久 クラブ広報・ロータリー情報委員長
　野城隆憲 会員増強・退会防止委員長
12:30点鐘 千葉スカイウインドウズ 東天紅
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 ニコニコBOX
 ・花嶋…大木様、ご入会おめでとうございます。
 ・川城…大木様、一緒にロータリークラブライフを楽しみましょう！
 ・本橋…一年を顧みて　お陰様で無事一年が過ぎようとしています。
 ・桜井…親睦活動委員会にご協力頂きありがとうございました。
 ・小松…いつのまにタチオアオイの屹立で梅雨入り間近を感じるこのごろです。
 ・田中…5月誕生日プレゼントをありがとうございます。
 ・大木…入会できたこと、ありがとうございます。

チーバくん

ちばＳＤＧＳパートナー  111号

 6 月プログラム
 ・ 6日　一年を顧みて
 ・13日　一年を顧みて
 ・20日　休会（定款により）
 ・27日　新旧会長幹事慰労激励会　東天紅 18:00 点鐘

 7 月プログラム
 ・ 4日　新年度初例会　東天紅 18:00 点鐘
 ・11日　活動計画発表
 ・18日　休会（定款により）
 ・25日　活動計画発表

ピッチャー　佐々木朗希選手の練習風景をわずかな時間でしたが見ることが出来たこと。球団の方の為になる話を聞けたこ
と等。次に、ホテル　ザ・マンハッタンでの、厨房で働く女性スタッフの、料理を作り提供するまでの仕事と、お客様に対
する経験の話や、テーブルマナーの勉強から、一人＠15,000 円の洋食フルコースを食べられたこと、そして何より経験と
して勉強になったのは、他校の普段あまり話せないインターアクトクラブの生徒同士と、知らないロータリークラブのオジサ
ンや、オバサンたちと、ワンテーブルを囲み、コースで提供される食事時間の中での、初めて会う人との会話、その中で
楽しく過ごせた人間関係作りの雰囲気等、経験出来て良い社会勉強だったと思います。みんな楽しいと言い、ナイフやフォー
クの使い方で、緊張したり笑いあったりという感じでした。私自身も普段あまり学生さんとの会話などないので、逆にオジ
サンの私の方が緊張しながらの食事で、いい勉強になったという感じでした。
青少年奉仕委員会としては、インターアクトクラブの直接的な補助的活動もできず 1 年が終わろうとしているためちょっと
寂しい感じです。
最後に、まとめとして思いますのが、私自身が「目が開いているうちは仕事」という人間の為、今年に入ってからは、何か
と欠席が多くなってしまい、例会出席もままならず、各委員会との協力もできず終わろうとしていることが大変気がかりな
ところで候。
始まれば終わる一年ですが、顧みれば大した活動もできずに終わった1年だったという感想です。
今の私的には、委員会と直接関係はありませんが、もっと夜に羽ばたくロータリアンでありたいと考えています。
1年間ありがとうございました。

■ 一年を顧みて　飯高喜代志 米山記念奨学・学友委員長
　皆様、改めまして今日は。今野、本橋年度に続き花嶋、川城年度の２年間米山
記念奨学委員会委員長を務めさせて頂きました飯高です。この一年を顧みてとの
事で少しの時間を頂いて話をさせて頂きます。
　委員会構成と致しましては、副委員長に山本康昭パスト会長、遠藤平パスト会長
又、委員として須藤郁雄会員と田中智(さとし)会員の5名で活動させて頂きました。
　会長の活動方針に公益財団法人ロータリー米山記念奨学会事業への理解と推奨、
ロータリー米山学友会の知識高揚、そして米山奨学生との親善及び交流とありまし
た。
　又、毎月の寄付受付も米山記念奨学委員会の仕事の一つでした。寄付金に関し
ては概ね達成されたと認識しています。
　米山記念奨学生のキム・へウオンさんも2年間の奨学生生活を終えて、4月より立派な社会人と 成り巣立って行きました。
この米山記念奨学生キム・へウオンさんのカウンセラーには 2 年続けて就任された副委員長遠藤平パスト会長のサポートが
大きかったと思います。遠藤カウンセラーには大変感謝しております。この場を借りて御礼申し上げます。ありがとうござい
ました。
　又、昨日入って来ました情報ではキム・へウオンさんが今年度最終例会参加されるとの事で、就職された会社近況等をお


